




























































永井：W. C. バーンズと漢訳『天路歴程』について 13
神的自叙伝とも言われるが、その特徴は聖書のことばを用いて、聖書の比喩を用いて、聖書の信仰
を語るところにある。また、Pilgrim,s Progressの最初の箇所には次のように記されている。
I dreamed, and behold I saw a man clothed with rags, standing in a certain place, with his face from his
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を極め、モリソンには多くの業績が与えられたが、最初の信徒が与えられるまでに7年もの歳月
が費やされた14）。
また、『天道溯原』で知られる米国人宣教師マーティン（William Alexander Parsons Martin：
1827-1916）は、米国長老会外国伝道局（Board of Foreign Missions of the Presbyterian Church in the




の著作が宗教書ではなく、1852年に出版された寧波方言の地理教科書『Di-li shü lin van-koh kwu-
































ドン伝道会（London Missionary Society）のミュアヘッド（William Muirhead）が上海で出した部
分訳を入手しているので、参照している可能性は大きい25）。













































































































































18）Alexander Wylie. 1867. Memorials of protestant missionaries to the Chinese. American
Presbyterian Mission Press.  Reprint 1967 Ch,eng Wen Publishing Company. Taipei 175-176頁およ
びIslay Burns. 1873. Memoir of the Rev. W. C. Burns, M. A. 330頁を参照。
19）山口昇『欧米人の支那に於ける文化事業』（日本堂書店　1921）280頁
20）Howard Taylor. 1935. Hudson Taylor,s Spiritual Secret. China Inland Mission 50頁
21）同上　51-52頁
22）Islay Burns. 1873. Memoir of the Rev. W. C. Burns, M. A. 9頁
23）その他、Pilgrim,s Progressの訳語にはCobboldの「旅人入勝」（1855）などがある。
24）Islay Burns. 1873. Memoir of the Rev. W. C. Burns, M. A. 256頁
25）同上
26）同上
27）Alexander Wylie. 1867. Memorials of protestant missionaries to the Chinese. American
Presbyterian Mission Press.  Reprint 1967 Ch,eng Wen Publishing Company. Taipei 175-176頁およ
び熊月之『西学東漸与晩清社会』（上海人民出版社　1995）150頁、163頁、 Robert
Kennaway Douglas. 1877. Catalogue of Chinese Printed Books, Manuscripts and Drawings in the
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Library of the British Museum. Reprint 1987 『大英博物館所蔵漢籍目録』（科学書院）6頁、
Robert Kennaway Douglas. 1903. Supplementary Catalogue of Chinese Books and Manuscripts in









32）Alexander Wylie. 1867. Memorials of protestant missionaries to the Chinese. American
Presbyterian Mission Press.  Reprint 1967 Ch,eng Wen Publishing Company. Taipei 175-176頁を参
照。
33）「God」と「Spirit」の訳語について、プロテスタントでは1843年に代表訳の漢訳が決定さ
れたところから論争が開始される。米国バプテスト会はバプテスマの訳語問題で最初に離
脱するが、「God」と「Spirit」の訳語をめぐり、米国系のブリッジマンとカルバートソンな
どは「神」・「聖霊」の採用を主張してブリッジマン・カルバートソン訳聖書を完成させ
る。一方、英国系、特にロンドン伝道会のメドハースト、ミルンなどは1851年に離脱し、
「上帝」・「聖神」の採用を主張して代表訳聖書を完成させる。現在に至るまで、漢訳聖
書は神版と上帝版の2種の版が存在している。
34）但し、美華書館は例外なしに「神」・「聖霊」のみを出しているわけではない。そのほと
んどが「神」・「聖霊」版であるが、『天道溯原』（上海美華書館代 1899）や『安楽家』
（上海美華書館排印 1911）、『福音合参十版』（上海美華書館排印 1910）など「上帝」版も
存在する。
35）Pilgrim,s Progressでは聖句の引用が多用されているが、美華書館本では聖書の聖句と異な
る訳語が充てられているものもある。詩篇65篇9節からの引用で、小書会真宝堂本では
「為上帝之河」（68：7）とあるが、美華書館本では「為耶和華之河」（32：17）となってい
る。この箇所はブリッジマン・カルバートソン訳（『旧約全書』大美国聖経会託印　蘇松
上海美華書館蔵板　1880）では「神之河盈於水」となっており、「耶和華」ではなく「神」
が使用されている。
